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研究成果の概要（和文）：  本共同研究では、近代日本における宗教とナショナリズムをめぐる「知」の実態に
関する討議の場を２０回に亙って設け、多種多様な研究分野の研究者が集う「学際的アリーナ」の基盤を築い
た。
　近代日本社会における「国家理念」の探究、並びに「神道」と「国体論」が交錯する問題群を検討する中で、
個別具体的な実証的歴史研究の積み重ねと包括的比較を通して、その一般性と特殊性を慎重に見出すことの重要
性とその戦略的有効性が確認された。

研究成果の概要（英文）： In this collaborative research, we set up 20 opportunities to discuss the 
actual state of knowledge about religion and nationalism in modern Japan, and gathered researchers 
in various research fields and laid the foundation for "interdisciplinary arena."
　In the course of exploring the "national philosophy" in modern Japanese society and considering a 
group of problems in which "Shinto" and "Kokutai" Theory interlace, through the accumulation and 
comprehensive comparison of individual concrete empirical historical research,the importance of 
finding out its generality and specialty carefully and its strategic effectiveness were confirmed.

研究分野：近代神道史、国学、日本教育史・体育史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）従来、「国家神道」研究と「国体論」研
究は、いずれも〈近代日本の宗教とナショナ
リズム〉に関わる重要な主題として捉えられ
てきたが、一見近接しているかのような両研
究主題は、意外なことに必ずしも深い交渉を
持たないまま、各々固有の文脈を以て別個に
展開してきた。つまり、一方の「国家神道」
研究は、専ら近代神道史や日本近代史の立場
から精緻な「制度」史的研究を軸に考察が深
められ、他方の「国体論」研究では、日本思
想史や日本教育史を中心に「思想」史的研究
が積み重ねられてきたのであるが、相互の研
究成果を有機的に接続して日本の〈近代〉の
実態やその特質を実証的かつ総合的に描こ
うとする本格的研究は、長い間試みられて来
なかったのである。 
 
（2）しかし近年、各研究分野において、両
主題の研究成果を意識的に接続して新機軸
を打ち出そうとする研究者たちが続々と現
れている。まず、本研究の代表者で近代神道
史・国学の藤田大誠は、「国家神道」研究の
成果を踏まえつつ、「国体」理解の総合的学
問としての「近代国学」や「公共空間」とし
ての神社という視座を提示し、近代日本国家、
神社神道、国学、皇室、慰霊、仏教、教育の
相互関係に着目して制度史的・思想史的研究
を積み重ねている。また、日本近代法史・憲
法・宗教社会学の小島伸之は、従前「国家神
道」と関連を持ち「国体」に対する異端取締
と位置付けられてきた特高警察の新宗教弾
圧について再検討し、従来説に批判を加えて
いる。さらに、「国家神道」研究という狭い
領分に囚われない「国家と宗教」研究への移
行を夙に提唱し、重要な先行業績を残してき
た日本近代史の山口輝臣は近年、主に「国体
論」と仏教との関係に注目して研究を進めて
いる。そして、現在の「国体論」研究をリー
ドしている近代日本思想史の昆野伸幸も近
年、神道的国体論・日本主義と「国家神道」
との関わりを積極的に検討している。 
 
（3）藤田は、かかる研究者たちの問題意識
が近接しているにも拘らず、専攻の差異が壁
となって相互の研究交流を欠き、さらなる
「化学反応」を妨げていることを残念に思っ
ていた。それ故近年、神道史、宗教史、都市
史、地域史などを架橋した「帝都東京におけ
る神社境内と「公共空間」に関する基礎的研
究」（H22～24、基盤研究（C）（一般）、研究
代表者：藤田大誠）を主導するとともに、宗
教社会学、神道史、近代史、法史、思想史な
どを架橋した「近現代日本の宗教とナショナ
リズム―国家神道論を軸にした学際的総合
検討の試み―」（H23～25、基盤研究（C）（一
般）、研究代表者：小島伸之）にも連携研究
者として参加する中で、本研究の研究分担者
や連携研究者、研究協力者となっている多様
な専攻分野の研究者たちと研究交流を深め、

多数の成果を挙げてきた。 
 
（4）斯様な学術的背景を踏まえ、本研究で
は、両科研と「国体と仏教－日本近代史にお
ける仏教の再定位に向けて」（H24～26、基盤
研究（C）（一般）、研究代表者：山口輝臣）
の成果を発展させ、「国家神道」研究と「国
体論」研究を有機的に接合して新たな議論の
方向性を提出するために、最前線の知見を総
合し忌憚のない議論の場を構築すべく、学際
的研究組織を立ち上げたのである。 
 
２．研究の目的 
（1）本研究は、近代日本の宗教とナショナ
リズムをめぐる「知」の実態（様々な担い手
による信仰・思想・学問構想とその現実）に
関する学際的再検討を行うことにより、これ
まで各々別個に展開してきた「国家神道」研
究と「国体論」研究を有機的に接合し、近代
日本宗教史に関する学際的アリーナ（討議
場）の構築と当該主題における新たな議論の
方向性を提出することを目的とする。 
 
（2）具体的には、①神道・国学や「右翼在
野神道」の関係者を中心に、仏教、キリスト
教、新宗教、学校教育等の担い手による「神
道的国体論」関連出版物の調査・検討を行う
とともに、②「国家神道」や「国体論」に関
する重要な業績を持つ諸専攻の研究者で構
成される学際的研究組織を立ち上げて研究
会を積み重ね、その成果を公開シンポジウム
や報告書刊行によって広く発信する。 
 
（3）要するに本研究は、「国家神道」研究と
「国体論」研究の両主題を架橋するために、
〈近代日本の宗教とナショナリズム〉をめぐ
る「知」の実態解明（様々な担い手による信
仰・思想・学問構想とその現実に関する史的
検討）という課題を設定し、かかる「知」の
担い手たちの思想と行動を検討対象とする
ことによって、あくまでも具体的な史料の検
討に基づく実証的歴史研究を軸とした学際
的再検討を試みるものである。 
 
３．研究の方法 
（1）研究計画・方法の柱は、①「神道的国
体論」関係史料の調査蒐集・検討、②学際的
アリーナ（討議場）としての全体研究会の開
催と研究発信である。 
 
①國學院大學所属メンバーを軸とする「国
家神道・国体論研究会」を組織して、「神
道的国体論」に関わる神道・国学系人物
や団体の出版物（書籍、雑誌）の調査蒐
集・検討を行い、また、他機関所属メン
バーと協力して、仏教、キリスト教、新
宗教、学校教育等の担い手による「神道
的国体論」をも調査・検討し、「神道的
国体論関係文献目録・解題」を作成する。 

 



②学際的研究組織を立ち上げて各メンバ
ーが事例研究に取り組み、次年度まで各
二回開催する「宗教とナショナリズム研
究会」で「国家神道」研究と「国体論」
研究を接合すべく議論を積み重ね、最終
年度には公開シンポジウムや報告書刊
行によって広く研究発信を行う。 

 
（2）國學院大學を「中核研究拠点」として
研究代表者の藤田大誠が全体を統括し、研究
分担者と協力しつつ、連携研究者・研究協力
者の旅費等支出に関するマネジメント及び
「国家神道・国体論研究会」と「宗教とナシ
ョナリズム研究会」の運営、公開シンポジウ
ム開催、研究発信、報告書作成の実施を行う。 
 
４．研究成果 
（1）当初、本共同研究においては、①「神
道的国体論」関係史料の調査蒐集・検討、②
学際的アリーナ（討議場）としての全体研究
会の開催と研究発信の二本柱による研究計
画を立てていたが、研究を推進するに当たっ
て、総勢２５名から成る大所帯の研究組織の
もと、出来る限り円滑に研究を進め、実質的
な成果を獲得するために、聊かの軌道修正を
行いつつ展開してきた。 
 
（2）その大きな方針修正としては、当初構
想していた「神道的国体論関係文献目録・解
題」について、平成二十八年度の段階で本科
研メンバー各自が最終的に作成する論文に
かかる要素を盛り込むことにしたこと、さら
には、國學院大學内部で完結することを想定
していた「国家神道・国体論研究会」につい
て、第五回研究会より原則として公開研究会
へと移行したことが挙げられる。 
 
（3）本共同研究に参画したメンバーは、２
０～４０代の若手・中堅研究者で占められて
いたため、いずれも年間を通して極度の繁忙
状態にあり、研究代表者としては、それぞれ
の問題関心からなるべく自由に取り組む中
で自然と膨大な「神道的国体論」関連文献の
提示や実質的な書籍解題に繋がるように促
す方が生産的な方法であり、さらには外部に
開いた公開研究会の形式とした方が、メンバ
ー間における過剰な義務感を軽減すること
に繋がるであろうと判断した。かかる聊か消
極的な判断に基づく方針修正であったが、結
果的に見れば、本科研の課題に即した多くの
研究成果が得られ、また、各研究会において
も、多様な参加者が増え、より学際性豊かな
議論に繋がった面もあったといえよう。 
 
（4）終わってみれば、２年半足らずの間に、
国家神道・国体論研究会が１２回、宗教とナ
ショナリズム研究会が４回、本科研共同研究
主催の学会テーマセッション・パネルが２回、
共催シンポジウムが一回、関連シンポジウム
が１回、計２０回という、それなりに多くの

討議の場を提供することが出来た。 
 
（5）この中で、神道史、宗教史、日本近代
史、地域社会史、日本思想史、教育史、体育・
スポーツ史、政治学、法学、民俗学、社会学
など、多種多様な研究分野の研究者が集う場
を可能な限り設けたことは、当初目標に掲げ
ていた「近代日本宗教史に関する学際的アリ
ーナ（討議場）」の構築とは言えないまでも、
その土台程度は作ることが出来たのではな
かろうか。また、本科研共同研究の主題であ
る「国家神道」研究と「国体論」研究を接合
した議論の必要性という意識付けだけは外
部に対して出来たのでは無いか。 
 
（6）新たな議論の方向性については、個別
の論者においては見られるものの、本科研共
同研究全体の観点からいえば、共有できる枠
組みや「水路」のようなものは生み出せたか
どうかは疑問である。但し、次の如き共通理
解は得られたものと考えている。 
 
①〈近代日本の宗教とナショナリズム〉と
いう重要課題を考える上で、なにより当
時の「国家理念」の探究が肝要であり、
「神道」と「国体論」が交錯する問題群
について史料に基づき個別具体的に検
討することの重要性とその戦略的有効
性が相互に確認出来たこと。 

 
②多種多様な「国体論」の中でも、とりわ
け「神道的国体論」の個別的、全体的検
討の必要性、重要性が共有されたこと。 

 
③従前、当該テーマについては、専ら「政
教関係」や「近代天皇制イデオロギー」
という観点から、ともすれば各論者の思
想・信条の表白を伴う形で考察されるこ
とが多く、先鋭な対立や擦れ違いが生じ
るのみの非生産的議論に陥りがちであ
った。しかし、今後はあくまでアクチュ
アルな価値判断の前提としての「史実」
を時空両面から比較する視座、要するに
個別具体的な実証的歴史研究の積み重
ねと包括的比較を通して、その共通点
（一般性）と差異（特殊性）を慎重に見
出すことにより、分野横断的・国際的に
共通出来る普遍的・一般的な議論の〈土
台〉構築が必要、との認識が共有された
こと。 

 
（7）平成 29年 12 月 16、17 日には、第 4回
宗教とナショナリズム研究会（総括研究会）
「国家神道と国体論に関する学際的研究―
宗教とナショナリズムをめぐる「知」の再検
討―」を國學院大學たまプラーザキャンパス
で開催した。そして総括研究会における発表
を踏まえ、学際的研究成果の纏めとして本共
同研究の成果報告書（全365頁）を作成した。 
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